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水
巻
町
で
は
、
昭
和
引
年
度
に
作
成
し
た
第
2
次
総
合
計
西
を
　
　
男

も
と
に
「
明
る
く
健
康
な
う
る
お
い
の
あ
る
町
」
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
町
づ
く
り
を
よ
り
具
体
的
に
進
め
る
た
め
に
、
こ

の
ほ
ど
快
適
環
境
整
備
計
菌
報
告
書
り
『
砧
の
里
』
づ
く
り
構
想
″

を
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
構
想
は
、
住
民
参
加
に
よ
る
長
鞠
的
な
推
進
を
基
本
方
針
に
、

自
然
環
境
や
歴
史
資
産
の
保
存
整
備
、
都
市
生
活
増
塙
の
整
備
な

ど
を
具
体
的
に
検
討
し
た
も
の
で
す
。

手
回
は
、
別
世
紀
に
向
け
た
町
づ
く
り
を
目
指
す
『
砧
の
里
し
一

づ
く
り
構
想
の
敵
手
と
、
構
想
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
水
巻
町
快

適
環
痘
づ
く
り
協
議
会
の
薯
申
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

■堀川イメージスケッチ図

水
巻
町
の
歴
史
的
個
性

●
米
づ
く
り
の
伝
統

水
巻
町
は
、
遠
賀
川
の
肥
沃
な
河
口

を
開
拓
し
て
弥
生
時
代
の
前
期
か
ら
す

で
に
米
づ
く
り
が
行
わ
れ
、
今
で
も
穀

倉
地
帯
の
イ
メ
ー
ジ
を
色
濃
く
残
し
て

い
ま
す
。

●
水
陸
交
通
の
十
字
路

位
置
的
条
件
か
ら
見
る
と
、
古
代
か

ら
都
と
九
州
と
を
つ
な
ぐ
東
西
の
街
道

と
、
遠
賀
川
に
沿
っ
て
九
州
の
内
陸
部

に
下
る
水
路
と
の
交
差
点
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
歴
史
の
移
り
変

わ
り
と
と
も
に
数
々
の
ロ
マ
ン
や
民
話

が
生
ま
れ
、
今
日
ま
で
語
り
継
が
れ
て

き
ま
し
た
。

『
砧
の
里
』
と
い
う
名
も
そ
の
中
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

●
近
代
エ
ネ
ル
ギ
1
産
業
の
拠
点

町
の
東
側
の
丘
陵
地
で
は
、
今
世
紀

に
な
っ
て
盛
大
に
炭
鉱
が
営
ま
れ
、
筑

豊
炭
田
の
一
翼
と
し
て
日
本
の
産
業
の

近
代
化
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

●
住
宅
都
市
へ
と
変
化

産
業
転
換
の
大
き
な
う
ね
り
の
申
、

昭
和
四
十
年
代
に
炭
鉱
が
閉
山
。
町

は
、
そ
の
マ
イ
ナ
ス
の
遺
産
処
理
に
追

わ
れ
な
が
ら
も
、
第
一
次
水
巻
町
総
合

計
画
を
策
定
し
、
緊
急
課
題
に
炭
鉱
跡

地
開
発
を
あ
げ
、
住
宅
都
市
の
謹
殻
に

着
手
。
北
九
州
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

●
快
適
環
境
づ
く
り
へ
第
一
歩

昭
和
六
十
年
代
に
入
る
と
、
国
民
生

活
が
豊
か
に
な
り
、
美
し
い
景
観
や
文

化
的
な
雰
囲
気
な
ど
快
適
な
日
常
生
活

を
も
た
ら
す
よ
う
な
環
境
を
つ
く
ろ
う

弁

Ｃ．－

と
す
る
欲
求
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
快
適
環
境
づ
く
り
の
ム

ー
ド
は
、
「
ふ
る
さ
と
創
生
・
一
億
円

事
業
」
が
大
き
な
は
ず
み
と
な
り
、
一

連
の
整
備
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
町
は
、
快
適
な
環
境
づ
く

り
へ
の
第
一
歩
を
よ
う
や
く
暗
み
だ
し

た
わ
け
で
す
。

水
巻
町
の
生
活
環
境
は
、
ま
だ
大
き

な
変
化
の
過
程
に
あ
り
ま
す
。
様
々
な

要
素
が
調
和
の
と
れ
な
い
ま
ま
混
在
し

て
、
修
復
を
必
要
と
す
る
部
分
が
あ
る



と
い
う
の
が
実
情
で
す
。
し
か
し
、
立

地
条
件
や
歴
史
の
通
産
、
潜
在
的
な
地

域
社
会
の
活
力
な
ど
を
生
か
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
独
自
の
魅
力
あ
る
個
性
的
な

町
に
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
ま
た
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
こ
の
報
告
書

は
、
学
識
経
験
者
や
住
民
代
表
に
よ
る

水
巻
町
快
適
環
境
づ
く
り
協
議
会
の
研

究
成
果
を
基
本
に
し
て
、
町
の
「
快
適

な
環
境
づ
く
り
」
の
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
を
目
的
に
調
査
し
、
そ
の
結
果
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

快
適
な
環
境
づ
く
り
の
課
題

快
適
な
環
境
づ
く
り
は
、
行
政
と
地

域
住
民
が
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

肝
心
で
、
そ
れ
に
は
わ
か
り
や
す
い
課

題
を
掲
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

課
題
を
立
て
る
う
え
で
、
重
要
な
の

が
町
が
持
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
探
る

こ
と
で
す
。
水
巻
町
に
は
次
の
イ
メ
ー

ジ
が
当
て
は
ま
り
ま
す
。

〔
砧
の
里
の
イ
メ
ー
ジ
〕

立
屋
敷
の
大
イ
チ
ョ
ウ
に
ま
つ
わ
る

日
本
武
尊
と
砧
姫
と
の
ロ
マ
ン
ス

〔
水
郷
の
イ
メ
ー
ジ
〕

河
川
や
運
河
を
利
用
し
て
古
代
か
ら

生
活
が
営
ま
れ
て
き
た

〔
十
字
路
の
イ
メ
ー
ジ
〕

東
西
の
街
道
と
南
北
の
水
路
の
交
差

点
、
水
陸
交
通
の
「
十
字
路
」
と
し
て

発
展
し
た

こ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
や
町
の
立
地
条

件
、
歴
史
の
遺
産
な
ど
か
ら
環
境
づ
く

り
の
具
体
的
な
方
法
を
考
え
る
と
、
町

全
体
を
博
物
館
と
み
な
す
「
エ
コ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
」
と
い
う
考
え
方
を
取
り
入

れ
る
こ
と
が
適
切
と
思
わ
れ
ま
す
。

『
砧
の
里
』
づ
く
り
構
想
の

基
本
的
な
考
え
方

『
砧
の
里
」
づ
く
り
構
想
は
、
町
の

計
画
で
う
た
わ
れ
て
い
る
「
も
＝
も
や

い
（
心
を
一
つ
に
し
て
）
」
「
さ
＝
き
っ

ち
み
ち
（
ぜ
ひ
と
も
子
に
残
そ
う
）
」

「
く
＝
く
べ
る
（
熱
意
を
持
っ
て
）
」

を
基
本
方
向
に
し
て
い
ま
す
。

『
健
康
で
潤
い
の
あ
る
郷
土
』
に
す

る
た
め
に
、
住
民
参
加
に
よ
る
長
期
的

な
推
進
を
方
針
に
設
定
。
「
う
る
お
い

の
里
づ
く
り
」
　
「
す
こ
や
か
な
里
づ
く

り
」
　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
づ
く
り
」
に
目

標
を
置
い
て
、
自
然
環
境
の
保
存
、
都

市
生
活
環
境
の
整
備
、
住
民
意
識
の
向

上
、
歴
史
的
資
産
の
保
存
な
ど
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

『緑』快適環境の整備

く〉緑を育成する
◇緑を活用する

◇緑を保全する

●豊かな緑を育て

るく緑化運動〉
●緑育むものに学

ぶ伯然教育〉

●鎮守の森を守る

く線文化伝承〉

『伝統文化』快適環境の整備

◇遭蹟史蹟環
境を保全し

活用する

◇伝統行事や

伝統文化に
学ぶ

◇新しい文化
を創造する

「砧の里」づくり

●あらゆる歴史遺産を
掘り起こし守るく歴

史教育〉

●伝統文化に学んだ町

づくりをく鎮守の森
コミュニティー〉

●文化の香り高い町に

するく文化創造〉

■エコミュージアムとは…
エコミュージアムとは、エコロジカル
ムの略語で、「生活と環境の博物館」という意味です。
地域の自然環境や町のたたずまい、歴史的文化遺産
生活や産業などのすべてを含めて「地域くるみの博物
公園」とみなし、その資産を大切にしながら活用して
いくためのシステムです。

快
適
環
境
都
市
（
ア
メ
ニ
テ

ィ
タ
ウ
ン
）
整
備
の
方
針

水
巻
町
の
快
適
環
境
は
、
そ
の
名
が

示
す
と
お
り
古
来
か
ら
遠
賀
川
の
水
と

共
に
育
ま
れ
て
き
た
「
水
環
境
」
の
回

復
が
根
本
で
す
。

生
態
的
に
は
死
滅
状
態
に
あ
る
町
内

の
河
川
水
路
を
回
復
さ
せ
、
遊
水
、
農

業
用
水
、
雨
水
排
水
な
ど
を
合
理
的
に

組
み
合
わ
せ
た
水
環
境
の
循
環
シ
ス
テ

ム
を
研
究
開
発
す
る
こ
と
が
、
町
の
環

境
を
回
復
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と

い
え
ま
す
。
図
1
と
表
1
は
、
快
適
環

境
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
て

い
ま
す
。

雷快適環境整備の
基本的な考え方（表－1）

『水』を中心とした快適環境の整備

◇河川水藤をきれ
いにする

◇生き物が住める
河川水路にする

◇水に触れられる
河川にする

◇河川水路をとり

まく景観を美し
くする

◇矧ｌＩ水路本来の

形態や機能を周

復させる

◇河川水路の歴史
環境を継承する

●水との関わりの

歴史に学ぶく環

境学習〉
●河川水路を生活

の中に取り戻す

（生活文化〉
●生きた水環境を

回復させる　く生

態回復き
●新しい水文化を

創造していく

く水敬文化〉

『生活』快適環境の整備

◇賓の高い生活
環境をつくる

◇魅力ある中心

街をつくる
◇鎮守の森コミ
ユ－アイ－

●可にうるおいをつく

るく水と緑〉の…
●にぎわいのある乱心

をつくるく求心都心〉
●特色のある住宅地区

を構成するく鎮守の

森コミュニティー〉

『交通』快適環境の整備

◇交通施設構造を

整備する
◇歩行者空間を整

備する

◇水路交通や鉄路
交通の歴史を刻

む

●安全で快適な交

通体系をつくる

（安全都市〉
●楽しく歩ける昭

にするく遊歩都

市〉
●交通の歴史に学

ぶく水陸要衝〉

3



地
区
環
境
整
備
計
画

表
2
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

地
区
の
環
境
を
整
備
す
る
に
あ
た
り

町
内
を
四
つ
の
生
活
環
境
ゾ
ー
ン
と
、

そ
れ
を
統
合
す
る
中
心
施
設
地
区
と
に

分
割
し
ま
し
た
。

各
ゾ
ー
ン
に
は
歴
史
的
な
伝
承
地
名

な
ど
か
ら
、
そ
の
地
域
に
合
っ
た
名
前

を
付
け
、
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

水巻町施設整備事業の概要（表－2）

［　 施設整備事業区分 内　　　　　　　　　　　　 容

御

牧

郷

石占

の

里

環

境

整

備

お　　　ら　　　ぴ於 羅 比

（喚）

生活環境

ソ － ン

遠賀川河口地区 生態大魚道の新設 ・在来魚種の放流 ・地下終末処理場 ・環状緑地帯など

猪　熊　 農　住　区 景観整備 ・境内整備 ・お祭り広場 ・遊休農地の菜園化 ・クラブハウス

梅ノ木古賀緑住区 ショッピングセンター街 ・スポーツ施設 ・朝市広場 ・街路樹、緑地帯整備

範

生活環境
ゾ ー ン

机、古賀伝統集落 歴史民族資料館 ・ひろば ・古賀古城史跡整備 ・自然公園 ・河畔遊歩道など

頃末業務施設地区 森林植物園 ・野外音楽堂 ・円形多目的劇場・郷土図書館 ・集会所 ・芝広場

・ターミナルプラザ　　　 ：バスターミナル ・イベント広場 ・モニュメント・

＿　　　ろ　　すえ菰 廣 末　 水巻駅周辺 ・ライブカルチャーモール ：生活文化街 （手芸、工芸、技芸教室 ・ショップ）

・コミュニティカレッジ ：生涯学習センター・スポーツジム ・学習塾など

や　　　　　　つるぎ八　　 痢
生活環境
ゾ － ン

下　二　農　住　 区 ふれあい広場 ・運動公園 ・南部公民館 ・遊休農地菜園化 ・デザイン橋など

立屋敷伝統集落 八潮神社境内整備 ・立屋敷水中遺跡の整備 ・銀杏並木ゲート・集落遊歩道

ふた　　Ｌ．ら　　くも蓋 叢 雫

生活環境

ソ － ン

伊 を 座 緑 住 区 生け垣の生活道路 ・ポケット広場 ・シンボル街路樹の整備 ・緑地帯整備

二　 農　 住　 区 「遠賀の泉」モニュメント広場 ・河畔遊歩道 ・自然石護岸整備 ・生垣整備

吉　田〕緑　住　区 堀川水路公園整備 ・河守公園 ・渦巻螺旋山遊歩道 ・野外活動センターなど

ネットワーク
水のネットワーク （遠馴 一曲川一馴 ）票 禁 票 霊 ‡、霊 ；ウ
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「
水
稲
文
化
」
の
ま
ち
づ
く
り

水
巻
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
こ
の
地

に
育
ま
れ
た
か
け
が
え
の
な
い
　
「
水
稲

文
化
」
を
、
住
民
が
誇
り
を
持
っ
て
後

世
に
伝
え
、
住
民
と
行
政
の
責
務
と
し

〃

て
復
元
整
備
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

水
巻
町
の
景
観
行
政
は
、
水
稲
文
化

を
中
心
に
す
え
、
中
央
丘
陵
地
の
保
全

と
生
産
農
地
の
確
保
の
た
め
に
、
水
稲

文
化
を
教
育
に
生
か
せ
る
土
壌
づ
く
り

を
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
図
書
館
や
郷
土
資

料
館
を
建
設
し
、
一
流
の
文
献
や
資
料

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

は
、
住
民
自
ら
が
こ
の
町
の
文
化
に
愛

着
を
持
ち
、
誇
り
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

歴
史
資
源
・
文
化
財
と
自
然
・
地
形

を
活
用
し
、
生
活
基
盤
の
整
備
を
は
か

り
な
が
ら
、
計
画
的
に
事
業
を
進
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

第
三
次
水
巻
町
総
合
計
画
に
む
け
て

こ
の
報
告
書
は
、
西
暦
二
千
年
ま
で

の
第
二
次
水
巻
町
総
合
計
画
に
整
合
性

を
持
た
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
は
、
第
三
次
水
巻
町
総

合
計
画
に
引
き
継
が
れ
、
生
か
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
の
施

策
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た
。

Ⅲ
歴
史
資
源
・
文
化
財
の
保
存
や
活
用

㈹
景
観
保
護
地
区
の
指
定

㈱
「
緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定

用
「
緑
の
ま
ち
づ
く
り
基
金
」
制
度
の

創
設

的
「
景
観
条
例
」
の
制
定

㈹
文
化
・
景
観
事
業
費
の
財
源
確
保

の
行
政
組
織
の
推
進
体
制

㈱
都
市
計
画
と
用
途
地
域
の
見
直
し

㈹
建
築
協
定
と
色
彩
マ
ニ
ュ
ア
ル

㈹
緑
の
協
定
を
結
び
植
物
を
保
護

㈹
景
観
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
と
、
ま
ち

づ
く
り
協
定
の
締
結

㈹
道
路
・
河
川
の
景
観
整
備
と
住
民
に

よ
る
美
化
運
動

㈹
専
門
委
員
会
の
設
置

㈱
表
彰
制
度
の
創
設

㈹
事
業
の
住
民
参
加

㈹
広
報
・
啓
蒙
活
動

の
国
際
交
流
の
実
現

地
域
別
整
備
計
画
の
推
進

町
内
を
三
つ
の
地
域
に
分
け
、
そ
の

特
性
を
生
か
し
な
が
ら
開
発
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

以
上
の
こ
と
を
提
言
し
、
一
日
も
早

い
施
策
展
開
を
切
望
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
施
設
の
整
備
と
い
う
ハ

ー
ド
の
面
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
反
面
、
都
市
景
観
や
生
活

環
境
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
で
の
立
ち
遅

れ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
解
決

が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
環
境
や
美
し
い
町
並
み

づ
く
り
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
中
心
の
施
策

を
進
め
て
い
く
に
は
、
地
域
住
民
が
中

心
的
な
役
割
を
果
し
て
い
く
こ
と
が
肝

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
住
民
の
意

識
改
革
、
す
な
わ
ち
人
づ
く
り
を
進
め

て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
提
案
す
る
「
水
巻
ア
メ
ニ

テ
ィ
・
ク
リ
エ
ー
タ
ー
制
度
（
水
巻
町

快
適
ま
ち
づ
く
り
推
進
者
制
度
／
略
称

Ｍ
Ａ
Ｃ
）
」
構
想
が
、
こ
の
間
題
を
解

決
し
て
く
れ
る
手
法
だ
と
考
え
ま
す
。



■街の中の快

ソ
フ
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画

物
理
的
な
交
通
施
設
な
ど
の
ハ
ー
ド

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
し
、
交
通
や
活
動

な
ど
を
ソ
フ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
い

ま
す
。こ
の
計
画
は
、
遠
賀
川
流
域
を
「
遠

賀
川
流
域
博
物
館
」
と
い
う
エ
コ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
と
し
て
と
ら
え
、
周
囲
と
交

流
を
は
か
り
な
が
ら
豊
か
な
流
域
環
境

を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
で
す
。

具
体
的
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
遊
歩
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画

町
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
を
、
安
全

で
快
適
な
歩
行
者
空
間
で
つ
な
ぐ
遊
歩

道
を
つ
く
る
計
画
で
す
。
町
花
の
コ
ス

モ
ス
の
花
び
ら
の
数
に
合
わ
せ
、
八
つ

の
遊
歩
道
ル
ー
ト
を
設
定
。
そ
れ
ぞ
れ

に
地
区
の
イ
メ
ー
ジ
を
特
徴
づ
け
る
木

や
花
を
植
え
ま
す
。

●
組
織
計
画

生
活
環
境
部
会
で
の
「
水
巻
ア
メ
ニ

テ
ィ
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー
（
Ｍ
Ａ
Ｃ
）
」

制
度
の
提
案
を
受
け
て
、
恒
久
的
な
地

域
づ
く
り
の
た
め
の
組
織
体
系
を
作
る

計
画
で
す
。

●
Ｃ
－
計
画

町
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
ふ
さ
わ

し
い
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
つ
く
り
、
地

区
を
代
表
す
る
マ
ー
ク
と
し
ま
す
。

水
巻
ア
メ
ニ
テ
ィ
・

ク
リ
エ
ー
タ
ー
制
度

快
適
な
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
主

役
は
住
民
で
す
。
し
か
し
、
環
境
づ
く

り
を
め
ざ
す
住
民
の
動
き
が
自
然
発
生

し
て
も
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
た
な
ら
ば

健
全
に
は
育
ち
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な

障
害
を
取
り
除
き
、
地
域
社
会
が
認
め

て
育
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
Ｍ
Ａ
Ｃ
制
度
は
、
「
や

る
気
」
の
あ
る
個
人
や
団
体
を
地
域
社

会
で
認
め
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

モ
デ
ル
地
域
の

景
観
づ
く
り
を
提
案

川
住
宅
や
道
路
の
モ
デ
ル
地
区
の
設
定

●
県
道
水
巻
・
芦
屋
線
の
一
部

●
1
Ｒ
水
巻
駅
周
辺

●
現
在
開
発
中
の
緑
ヶ
丘

●
下
二
町
住
跡
地

●
用
途
廃
止
後
の
垣
添
町
住
跡
地

●
二
団
地
周
辺

は
河
川
の
整
備
（
曲
川
や
堀
川
）

㈹
緑
（
山
林
）
の
保
存

中
央
丘
陵
地
の
自
然
緑
地
の
保
存

一一一一ｌｌ噴1一

環
境
美
化
の
推
進

川
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
の
推
進

リ
サ
イ
ク
ル
運
動
は
、
資
源
ゴ
ミ
の

回
収
同
様
、
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
利
用

普
及
の
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
Ｍ
Ａ
Ｃ
制
度
に

取
り
入
れ
「
リ
サ
イ
ク
ル
Ｍ
Ａ
Ｃ
」
制

度
の
設
置
を
提
案
し
ま
す
。

用
生
活
雑
排
水
の
対
策

台
所
の
生
ゴ
ミ
や
食
廃
油
な
ど
は
、

各
家
庭
で
確
実
に
処
理
し
、
洗
濯
は
適

正
量
の
石
け
ん
を
使
用
す
る
。

■
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
■

ｒ水巻・アメニティ・マークｊ Ｆ水巻・エコロジー・マーク』

1°ｈｔ ｑ°　ｔｔ ｔｔｔ▼
ｔ ｔ ｔｔ ｔ Ｒ
ｔ　°ｕ ｔ ｈ°　ｔ ｔ▼　ｔ
°　ｔ　°　ｔ ｔｔ　°　▼　°　1
°　ｔ ｔ ｔ　▼ｔ　°　ｔ ｈ ｔ
…ｔｌｌ ｔｌ　°°　ｋ ｔ Ｐｔ ｔ ｔ
－　…ｔ ｔ　°　ｔ ｔ ｈ
－　ｔ ｔ ｈｔ ｔ　°　ｑ1　°
ｔ　　　▼　ｔ Ｐｔ　°　ｔ ｔ
ｔ°ｔｔ ｔ ｔｔ ｔ　　°ｔｔｔ

ｔｔｔｔ
ｔｔｔｔ
ｔ ｔ1．°
ｔｔ ｔｔ ｄｔ

°ｔ
ｔ▼11　　1°ｔｔ ｔｈｔＰ
ｔ ｔ ｔ ｔｔ ｑ　1　　1
4　°Ｒ ｕ ｑ ｔｔ ｔ ｔ Ｐｔ ｔ
°1　°　ｔ　▼　ｔ°　ｔ ｒ ｔ ｔ Ｌ
ｔ ｒ ｔ ｔ ｑ　°ｔ Ｐ1　°　°　ｔ
ｔ ｔ　　4　°　ｔ▼　°　ｔ　　°　▼
ｔ ｈ■ｔ　1　°ｔ Ｐ ｔｔｒ　°
ｔ ｈ ｔｔ　　°　　　　°
°▼ｔ1°　　▼　ｔ ｔ°ｔｔｒ

（ブラックダイヤモンドリング）（アメンボマーク）

明
る
い
町
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
ほ

と
ん
ど
の
住
民
が
明
る
い
町
を
望
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
声
を
率
直
に
受
け
と
め

て
快
適
環
境
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

行
政
機
関
の
役
割

快
適
環
境
づ
く
り
は
、
行
政
・
地
域

が
一
体
と
な
ら
な
け
れ
ば
成
果
は
あ
が

り
ま
せ
ん
が
、
施
策
を
行
う
た
め
に
は

行
政
の
役
割
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

郷
土
の
文
化
財
は
、
日
々
消
失
の
一

途
を
た
ど
り
、
離
散
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
文
化
財
の
保
存
に
つ
い
て
は
、

緊
急
を
要
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
行
政
の
整
備
に

つ
い
て
次
の
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

川
行
政
の
文
化
面
に
対
す
る
意
識
の
改

革
と
積
極
的
対
応

㈹
文
化
委
員
会
の
設
置

㈹
専
門
的
立
場
に
あ
る
中
央
公
民
館
長

の
選
出

用
文
化
財
の
保
護

事
業
の
展
開

の
文
化
面
で
の
積
極
的
な
啓
蒙
活
動

㈹
町
民
の
教
養
を
よ
り
高
め
る
よ
う
な

公
民
館
講
座
の
実
施
と
運
営

㈱
生
涯
心
の
支
え
と
な
る
青
少
年
時
代

の
体
験
が
多
く
で
き
る
よ
う
な
活
動

施
設
の
整
備

文
化
財
な
ど
は
、
消
失
し
な
い
う
ち

に
早
急
に
調
査
整
理
し
、
保
存
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
歴
史

資
料
館
の
早
期
建
設
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
児
童
や
生
徒
が
趣
味
・
特
技

な
ど
、
自
由
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
な

子
ど
も
対
象
の
多
目
的
ホ
ー
ル
の
建
設

も
必
要
で
す
。

そ
の
は
か
、
心
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を

与
え
る
川
や
山
の
整
備
が
必
要
で
す
。

砧
の
里
づ
く
り

心
の
支
え
と
な
る
文
化
の
ふ
る
さ
と

づ
く
り
を
行
う
。
た
と
え
ば
、
文
化
誌

や
郷
土
誌
の
発
行
や
郷
土
史
研
究
会
な

ど
の
積
極
的
な
支
援
、
文
化
功
労
者
の

表
彰
な
ど
を
行
う
こ
と
で
す
。



薯を先取り

町民プール

7月3日、水巻中央幼稚園の

園児たち約200人が、開放した

ばかりの町民プールで水遊びを

楽しみました。

7月1日のプール開きは、あ

いにくの雨で人出もまばらでし

たが、今日のプールサイドは、

無邪気な声で大盛況です。

シャワーの冷たい水で体を慣

らした園児たちは、プールめが

けて一目散。泳いだり、水を掛

け合ったり、ビーチボールで遊

んだり、でもやっぱり一番の人

気はサーフヒルです。20メート

ルの斜面を一気に滑ります。

梅雨があがると、いよいよ夏

本番。濠を求める人たちで町民
にｒ

プールも賑わうことでしょう。

6月21日、身体障害者福祉セン

ターで「身障者のつどい」が開か
れました。

つどいでは、水巻町身障会の婦

人部の人たちが半年がかりで作っ

た「どんちょう」が披露されまし

た。くす玉が割れ、どんちょうが
静かにステージを覆うと会場から

拍手とどよめきが起こりました。

古い着物をうまく縫い合わされた
どんちょうからは、暖かみが感じ

られます。

「みなさんのおかげで、ようや

く完成しました。これからも助け
合い、励まし合いながら頑張って

いきます十と、婦人部を代表して
長崎モモヱさん。

いつまでも大切にしたいもので
す。

古い着物が
とんちょうに

身体障害者福祉センター

6



とろんこ田植え
第一保育所と第二保育所の園児たちが、梅雨の晴れ間の
6月17日、恒例の田植えをしました。
園児たちは、裸足になり田んぼに入ったとたん、はしゃ
いだり、恐る恐る友達の後をついていったり表情は様々。
先生から田植えのしかたを教えてもらい、丁寧に苗を植
えていきました。
「田んぼの中は、ヌルヌルしておもしろかった」と、あ
ぜ道を走り回っていた村石事ちゃん（第一保育所）。
ぬかるみに足をとられ、体中どろんこになりながら、な
んとか植え終わりました。それもつかの，間、今度は泥を落
とすために、用水路をプール代わりに体ごとじゃぶ－ん。
日ごろ、体験できない田んぼでの楽しい一日を過ごしま
した。

気分は宝さがし
弥生式住居跡の発掘調査が行われている苗代谷遺跡で6
月21日、少年教室の子供たちが土器探しをしました。

この日の参加者は、男女合わせて32人。小さなスコップ

と竹ベラを手に、発掘中の区域をていねいに掘っていきま
す。しばらくして「あった－！」という第一声が上がると、

子供たちは一目散に駆け寄ります。

竹ベラと竹串でていねいに掘っていく発据指導員の指先
を、生徒たちは真剣に見守っていました。

「茶色の土器のようなものが出てきたので、びっくりし

ました。発見できてうれしいです」と、顔をほころばせる

第一発見者の浅沼直幸くん（猪熊小5年）。
短い時間でしたが、宝物を見つけることができました。

ハ、ソス／レ！

フ
工
イ
ヽ
／
ト
が
コ
ツ

公民館対抗ビーチボールバレー大会
（6／14）

6月14日、町民体育館で公民館

対抗ビーチボールバレー大会が開

かれました。今年は188人の男女

が集まり熱戦を繰り広げました。

試合の結果は次のとおりです。

●男子①頃末南⑧梅ノ木団地東

●女子①梅ノ木団地東⑧梅ノ木団

地西

5月31日と

開かれ、熱

●男子Ａ

崎組　●

田・東組
組⑧氏

折田組

（∋杉本

●中学男子【1年】①香月和之（勤江内

田学　【2年】①野添邦生⑧山松孝義

【3年】①近藤良平⑧松木大輔　●中

学女子【1年】①井上あかね⑧福留ひ

とみ　【2年】①児玉貴理子⑧垣花実

津子　【3年】①黒木美実子⑧鶴田伸

子　●一般男子【四段以下】①古賀彰

⑧小野礼一　【五段】①辰巳徹彦⑧国
武忠義　【六・七段】①滝口泉⑧清水

明徳●一般女子①入洋子④岡本奈津子

●男子Ｗ①本田耕史・米盛勉⑧古田重

吉・蓑田宏　●女子Ｗ①音部京子・矢

山ゆかり⑧吉田悦子・甲斐加代子

子　　●①猪熊ママ㊥上二ママさんバレー

ア



健康づくりシリーズ㊥

む
し
歯
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
歯
と
歯
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
間
な
ど
、

〔

歯
は
妊
娠
中
に
つ
く
ら
れ
る

歯
は
妊
娠
後
三
十
五
日
か
ら
四
十
日

ぐ
ら
い
か
ら
で
き
始
め
、
乳
歯
の
ほ
と

ん
ど
は
、
お
母
さ
ん
の
お
な
か
の
な
か

で
作
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
妊
娠
の
後

半
に
な
る
と
永
久
歯
も
作
ら
れ
始
め
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
歯
は
妊
娠
中
に
ほ

と
ん
ど
作
ら
れ
ま
す
。

書
■
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
■
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
鵜
■
書
■
書
看
■
■
書
鵜

妊
塘
中
の
む
し
歯
の
原
因

妊
娠
の
初
期
に
は
、
つ
わ
り
で
食
べ

物
の
好
み
が
変
わ
っ
た
り
、
食
事
が
不

規
則
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
の
た
め

口
の
な
か
の
清
潔
が
保
た
れ
な
く
な
り

む
し
歯
が
で
き
や
す
い
条
件
を
作
っ
て

抜
け
た
歯
の
影
響

成
人
は
、
親
知
ら
ず
を
除
い
て
二
十

八
本
の
歯
が
あ
り
ま
す
。

し
モ
う
の
う
ろ
う

む
し
歯
や
歯
槽
膿
宿
な
ど
で
抜
け
た

歯
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
大
変
で

す
。
奥
歯
が
一
本
抜
け
た
だ
け
で
も
、

か
む
力
は
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
も
少
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
歯
は
す
べ
て
関

連
し
て
生
え
て
い
ま
す
か
ら
、
一
本
抜

け
る
と
隣
の
歯
が
倒
れ
か
か
っ
て
き

て
、
周
囲
の
歯
と
の
間
に
す
き
間
が
で

き
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
か
み
合
わ

せ
の
相
手
が
な
く
な
っ
た
片
方
の
歯

は
、
だ
ん
だ
ん
伸
び
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
一
本
の
歯
の
な
い
状
態

は
、
ロ
の
申
全
体
に
影
響
を
与
え
、
歯

並
び
を
悪
く
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

2●むし歯ができるま

＠
むし歯菌（ミュータンス菌）が
砂糖を食べる。

3忘完競慧㌫岩
乳酸をつくり出す。

この乳酸が歯をとかして、
むし歯になるのです。

し
ま
い
ま
す
。

妊
娠
中
は
、
毎
食
後
、
歯
磨
き
を
行

う
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

し

こ

う

歯
垢
の
た
ま
り
や
す
い
部
分
（
む
し
歯

に
な
り
や
す
い
部
分
）
を
て
い
ね
い
に

磨
き
ま
し
ょ
う
。
〔
図
1
〕

⑨
食
後
や
お
や
つ
の
後
に
は
、
必
ず
歯

を
磨
き
ま
し
ょ
う
。
ロ
の
中
に
あ
る
食

べ
物
の
残
り
か
す
、
特
に
糖
分
は
む
し

歯
の
原
因
で
す
。
糖
分
が
長
い
時
間
口

の
中
に
あ
る
と
、
む
し
歯
に
な
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
〔
図
2
〕

⑧
歯
ブ
ラ
シ
は
、
自
分
に
合
っ
た
も
の

を
選
び
、
年
に
一
回
は
歯
の
検
診
を
受

け
、
歯
石
を
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
よ
う
。

次
回
は
、
食
事
・
お
や
つ
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

今
月
号
か
ら
3
回
に
わ
た
り
『
歯
』
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

い
っ
し
ょ
に
勉
強
し
て
み
ま
し
よ
う
。

こ
ね
に
ち
悠
保
健
婦
で
す

日日日田㊥・う・師事い随
平成3年4月から20歳以上の学

生は、国民年金に必ず加入しなく

てほならなくなりました。

該当する人は、忘れずに加入の

届け出を行い、将来の年金権を確

保しま

′紺．ント訂

岸も砲金が守クます

平成3年3月までは、
20歳以上の学生は任意
加入でしたので、障害
者となった場合の障害
基礎年金や、満額の老
齢基礎年金が受けられ
ないという問題があり
ました。
しかし、平成3年4
月からは全員加入する
ことになりました。

しょう。

′ポす．ント屠

戯入薪紆さば

加入手続きは、住民
票のある市町村の国民
年金窓口で行います。
親元から離れて下宿し
ている場合などで、住
民票を居住地に移して
いないときは、家族の
人が代わって手続きす
ることができます。

撰者のみ拙′

離
す雰書も一なかア

′〆ず．ン人畜

頗解押切紳何方活

保険料は、月額9，700
円です。役所がら送ら
れてくる納付書を持っ
て、指定された金融機
関で納めてください。
納め忘れを防ぐために
は、口座振替を利用す
ると確実です。また、
まとめて納めると割引
される前納制度もあり
ます。ご利用ください。

′ポナン人名

細物弘えなし喘合
経済的な理由で保険
料の支払いが困難なと
きは、申請して認めら
れれば保険料が免除に
なる制度があります。
学生の免除基準は一般
に比べると、親元の負
担が考慮されますので
穏やかです。免除申請
をする場合は、早めに
係に相談ください。

′〆ず．ン大厨

重合のいろいろ

●65歳になったら
老齢基礎年金
725，300円
●病気やケガで障害者
になったら

障害基礎年金
1級障害906，000円
2級障害725，300円
●夫に先立たれたら
遺族基礎年金
子どもが当人の場合
934，400円

β



町
営
住
宅
の

入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。

「

の
昭
和
2
7
年
4
月
2
8
日
（
平
和
条
約

発
効
日
）
に
日
本
国
籍
を
離
脱
し

た
人
で
、
昭
和
2
0
年
9
月
2
日

（
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
の
日
）
以

前
か
ら
引
き
続
き
国
内
に
在
留
し

て
い
る
人
と
、
そ
の
直
系
卑
族

（
子
や
孫
）
で
国
内
で
生
ま
れ
、

引
き
続
き
在
留
し
て
い
る
人
。

（
水
巻
町
内
に
外
国
人
登
録
を
し

て
い
る
人
に
限
り
ま
す
）

両
水
巻
町
内
に
外
国
人
登
録
を
し
、

引
き
続
き
六
年
を
超
え
て
居
住
し

て
い
る
人
。

在
7
0
歳
以
上
の
人

⑧
身
体
に
重
度
の
障
害
を
持
つ
人

●
申
し
込
み
は
一
世
帯
一
戸
し
か
で
き

ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
用
紙
は
役
場
二
階
の
住
宅

管
理
係
に
あ
り
ま
す
。
早
め
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
郵
送
に
よ
る
受
け
付
け
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

●平成4年度第2回町営住宅（空家）入居募集戸数
団 ｉｉ題書漢瑚ＳＳＳＳ教皇－ 田喜書看ＳＩＬ■断∃〇ｍ喜書肖■ｊＥ■ｍｕＳＳｌ 家　 賃 書と護 盃嚢虫

高松

母地
来養相模 － ミ∈ヨ　∠ゝ

此　 ⊂⊃
中耐 5 階建

6－4 、5－4 ．5－Ｋ

6－614 ．5－Ｋ

16，800円
‡

†凱808 円
1 6

鯉口

梁 弊
準や音

託ヨ　ー△
ノ比　⊂コ

中耐 5 階建 6－8－6 －Ｋ 2 1誹0 円 3

蔓．寮 ・
、．、訂湖 沼横車

Ｃが
混 合 簡耐2 階建

6－4 ．5 －4 ．5 －Ｋ

4，5－4．5－4 ．5－Ｋ

10，880 円
ｉ
10 ，500円

1 0

猶 ．．、

蔓‾母 、

雄 ヰ穣 一嘉

肇 纏堵 帝 穫
贅 浪 合 簡耐 2 階建 6 －614 ．5－ＤＫ 9，280 円 1

、漉 否

定沫薮州 葵祭

・58 、・59

、準 宰 轡 璧
混 合 中耐 5 階建

6瑠－ＤＫ

6－4 ．5 －3－ＤＫ

ほ，80 円
～
13，500 円

7

ｔＪＥ
ｒＪ 卓
督

姜 栄 誉 窓

2 種
簡耐平家建

6－4 ．5 －Ｋ

7，900 円
～

8 ，708円

3
喪 章濱 杉 浦掟

木造平屋建
滋栄喜裁撹能率浩一※莞喜

ｆ′ぷ章漂
“無は
役畜牢碁
幸養裁定喜

2 種

中耐4 轄建 6サ6－4 ，5－ＤＫ 32 沌耶円 1

阜涛誉去
中耐4 階建 6－6－ＤＫ 29 ，000円 1

（常時募集）
姿等緩賢察登 撲 裳 黛 隼

賛縦 状 撚
中耐3 階建 6－針Ｋ 27 ，0柑円 2

（常時募集）

猫牢岩場
群舞蝉準 鉱産蛍柴が 申耐4 階建 6－ＤＫ 2 1，880円 1

（常時募集 ）

※ 二 団 地 は 、各 一 戸 に駐 車 場 有 り（有 料 ） 合　 計 4 5

●
申
し
込
み
受
付
期
間

7
月
1
0
日
（
金
）
～
7
月
2
0
日
（
月
）

●
申
し
込
み
先
　
役
場
住
宅
課
管
理
係

●
申
し
込
み
資
格

①
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

こ
と
。

④
現
に
同
居
し
て
い
る
親
族
が
あ
る
こ

と
。
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
あ
る
こ
と
。
（
婚
姻
の
予
約
者

を
含
み
ま
す
）

⑧
申
込
者
と
同
居
親
族
の
収
入
の
合
計

が
、
入
居
収
入
基
準
以
下
で
あ
る
こ

と
。
（
下
の
収
入
基
準
の
年
収
早
見

表
を
参
照
く
だ
さ
い
）

④
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

⑧
家
賃
の
支
払
い
な
ど
に
つ
い
て
、
確

実
な
連
帯
保
証
人
が
一
人
い
る
こ
と

⑥
入
居
す
る
世
帯
の
全
員
が
、
団
地
内

で
円
満
な
社
会
生
活
が
で
き
る
こ
と

⑦
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

㊥
外
国
人
の
場
合
は
、
①
の
代
わ
り
に

次
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

こ
の
住
宅
は
、
段
差
を
少
な
く
し
て

草
イ
ス
で
屋
内
や
屋
外
の
移
動
が
で
き

る
構
造
の
住
宅
で
す
。

●
募
集
戸
数
一
戸

●
申
し
込
み
資
格

町
内
に
居
住
す
る
下
肢
障
害
1
・
2

級
該
当
者
で
、
事
イ
ス
で
生
活
し
て
い

る
人
。町

営
住
宅
五
階
建
の
三
階
以
上
に
、

引
き
続
い
て
三
年
以
上
居
住
す
る
高
齢

者
な
ど
で
、
居
住
す
る
団
地
の
二
階
以

下
を
希
望
す
る
人
の
住
み
替
え
を
受
け

付
け
ま
す
。

●
対
象
者

住
み
替
え
の
対
象
と
な
る
の
は
次
の

要
件
に
該
当
す
る
人
で
す
。

①
高
齢
者
＝
平
成
4
年
1
月
1
日
現

●収入基準の年収早見表（サラリーマンの場合）

、蔓′芸至芸も′一、 、－、箆・、迄．・ミ 申 込 者 以 外
の 滞 ．議 揆 義 ∋親 族 戯 太 鼓 ‾ｌ；！・、ニセ1くよィ、′、、′、ノミノ′ｘ、・ざ・ぢ、ノ．、、．’

・ニノ‡ノ′盛ノ；ゥミて′繁：≦き′’ミ′、誉諦贅ノ・さ

．こく．ノ・そ、′1－、′1ニ芸苦宅豆ノミ‡′′′ト．．ノサ′7二区 －・健 三ノ苓 、、＿の … 洗 、、糞慧；・歪

Ｊ′ヰノ．ミ

．、叢　 一液 、・－’、、 、．、、．．、澄 ．、、、浅 ・、、、、、 ；．、、、、串 ．‾、．、、．・淡 贅、、、、

入
第 2 ，2 0 8 ，0 0 0 円 2 ，7 8 8 ，0 8 0 円 3 ，2 0 8 ，腑 0 円 3 ，6 6 0 誹 8 0 円 4 ，0 9 6 ，0 0 0 円

1－▼．・．．．．居

収

入

基

種 3 ，5 9 ㌦ 9 9 9 円 4 ，0 2 7 ，9 9 9 円 4 ，4 6 3 ，9 9 9 円 4 ，9 0 3 ，9 9 9 円 5 ，3 3 9 ，9 9 9 円

琴
2 ，2 0 7 ，9 9 9 円 2 ，7 0 7 ，9 9 9 円 3 ，2 0 7 ，9 9 9 円 3 ，6 5 9 ，9 9 9 円 4 ，0 9 5 ，9 9 9 円

準 森 以 下 以 下 じ1 下 以 下 以 下

ダ



と　き　南部地区　7月29日（水）

北部地区　7月30日（木）

（午前9時30分受付）

ところ　中央公民館調理実習室
献　立　ツナ寿司（お畷い物付き）

お楽しみロール、冷菓

対象は小学3年生以上の親子と

中学生。料金は無料。それぞれ30組
で締め切ります。申し込みは7月24
日までに電話で役場健康対策係まで。

臼日日画回回畠央呈民望

虜勧季スクきんカ。

∃Ｓｌ巨∃ＳＥ調書ＳＳＳ－ ∃ＳＳ■≡

自転車いっぱい花がコこして 渡　 辺　 一　 枝

ガ ン 病 棟 の カ ル テ 庭　 瀬　 康　 二

吾　 憶　 岐　 を　 愛　 す 村　 田　 穣　 一

速 さ の ち が う 時 計 星　 野　 霊　 弘

父　 の　 贈　 り　 も　 の 中　 井　 費　 恵

春　　 灯　　 雑　　 言己 司　 馬　 遼　 太　 郎

朋　　　　　　　　 れ 幸　 由　　　 文

リ　 ト　ル ・ ト リ　ー フォレス ト栂 一

で ん でん む しの 競 馬 安　 藤　 菓　 紀　 夫

ぼくはレース場の持主だ ハトリシア・ライトソン

く　 ま　の 亨 ウ ー フ 神　 沢　 利　 子

放 送 室 に 消 えた 先 生 日 本 民 話 の 会

テ ロ ヌ ツプ の きつ ね たかはしひろゆ き

車 の い ろ は 空 の い ろ あ ま ん　 き みこ

宿題 ひきうけ株式会社 古　 田　 定　 日

判 協宝鑑シリーズ団噂生向き） 内　 田　 安　 茂

ハ拍

残りあとわずかです。お求は、中央公民館へ。

母
子
家
庭
等
医
療
証
の

切
り
替
え
が
始
ま
り
ま
す

保
険
医
療
係

現
在
お
持
ち
の
母
子
家
庭
等
医
療
証

の
有
効
期
限
は
、
7
月
3
1
日
ま
で
で
す
。

引
き
続
き
申
請
を
す
る
人
は
、
必
ず
更

新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
ぎ
い
。

●
と
　
き
　
7
月
2
9
日
（
水
）
・
3
0
日

（
木
）
午
前
9
時
～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
役
場
一
〇
三
本
議
室

●
持
っ
て
く
る
も
の

母
子
家
庭
等
医
療
証
、
健
康
保
険
証
、

印
鑑

※
8
月
1
日
か
ら
は
、
新
し
く
社
会
保

険
本
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
手

続
き
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
保
険
医
療
係

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

家
庭
介
護
教
室
遠
賀
保
健
所

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
現
在
、
ね
た

き
り
老
人
の
介
護
に
伴
う
問
題
が
深
刻

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

遠
賀
保
健
所
で
は
、
医
師
や
保
健
婦

な
ど
に
よ
る
家
庭
介
護
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
程
と
内
容

ヨ漢■眉1　　 内　　 容

ワ／15
濱こんだことによる

からだの変化

㈱ からだの動がし方
介護用晶の展示

10／22 成人の歯の健康
お年寄りの食べ物

㈱ 食事の介助とロの手入れ

2 25

㈱

くすりの議
洗髪、がらだの拭き方
福祉サービス

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
保
健
所
保
健
予

防

課

8

2

0

1

局

4

1

6

1

番

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

児
童
手
当
の
現
況
届

老
人
児
童
係

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
六

月
中
に
「
現
況
届
」
を
出
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
手
当
が
受
け
ら
れ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
手
続
き
で

ｒ

す
。
届
を
出
さ
な
い
と
、
引
き
続
い
て

受
給
で
き
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
六
月

分
以
後
の
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

忘
れ
て
い
た
人
は
急
い
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

シ
ン
ボ
ル
マ
辛
ク
を
募
集

県
老
人
福
祉
課

県
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
制
度

を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
身
近

で
親
し
み
や
す
い
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を

募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
ど

な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
応
募
期
限
　
8
月
1
0
日
（
当
日
の
消

印
有
効
）

●
応
募
方
法
　
①
Ｂ
5
版
の
白
紙
を
使

用
し
、
色
は
3
色
（
白
は
除
く
）
以

内
　
③
画
材
は
自
由
　
⑨
裏
面
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
作

品
イ
メ
ー
ジ
の
説
明
を
記
入
　
④
一

人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
自

作
未
発
表
に
限
り
ま
す
　
⑤
封
筒
に

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

福
岡
県
老
人
福
祉
課
計
画
係
（
㊦
8
1
2

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
－
7
）
℡

（

0

9

2

）

6

5

1

局

1

1

1

1

番

ワ
ー
プ
ロ
技
術
を

身
に
つ
け
ま
せ
ん
か

民
　
生
　
係

県
内
に
住
む
1
8
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の

身
体
障
害
者
を
対
象
に
、
初
心
者
ワ
ー

プ
ロ
講
座
を
開
き
ま
す
。
参
加
費
は
無

料
で
す
。

〔
第
二
＝
場
〕

▽
と
　
き
　
8
月
2
7
日
（
木
）

▽
と
こ
ろ
　
福
岡
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

（
福
岡
市
中
央
区
大
名
2
1
1
－
封
）

▽
募
集
人
員
　
3
0
名

〔
第
ｌ
〓
＝
場
〕

▽
と
　
き
　
8
月
2
0
日
（
木
）

▽
と
こ
ろ
　
麻
生
医
療
福
祉
専
門
学
校

（
飯
塚
市
芳
雄
町
3
－
8
3
）

▽
募
集
人
員
　
2
5
名

●
持
っ
て
く
る
も
の

「
一

身
体
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

●
申
し
込
み
・
同
い
合
わ
せ

7
月
3
0
日
ま
で
に
役
場
民
生
係
へ
。

白
球
を
追
え
′

ジ
ュ
ニ
ア
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

教
育
委
員
会

サ
ン
サ
ン
と
輝
く
真
夏
の
太
陽
の
下

今
年
も
子
ど
も
た
ち
の
元
気
の
よ
い
か

け
声
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
響
き
ま
す
。
地

域
あ
げ
て
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
と
　
き
。
0
月
2
日
（
日
）
～
8
月

5
日
（
水
）

●
と
こ
ろ
　
小
学
生
＝
総
合
運
動
公
園

中
学
生
＝
吉
田
グ
ラ
ン
ド
・
猪
熊
グ

ラ
ン
ド

●
申
し
込
み
　
7
月
1
7
日
ま
で
に
、
各

公
民
館
長
を
通
じ
て
社
会
教
育
課
体

育

係

（

℡

2

0

1

－

4

0

0

0

）

　

へ
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入場整理券静岡シャンソンリサイタルけ／18）

甘
い
こ
と
ば
に
こ
用
心
。

覚
せ
い
剤
は
あ
な
た
を
ね
ら
う

環
境
衛
生
係

覚
せ
い
剤
の
密
売
人
は
、
い
ろ
ん
な

手
を
使
っ
て
覚
せ
い
剤
を
売
り
つ
け
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
「
疲
れ

に
と
て
も
良
く
効
く
」
　
「
い
い
強
精
剤

が
あ
る
・
・
・
」
　
「
苦
労
し
な
い
で
や

せ
ら
れ
る
」
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
甘
い
話
は
、
す
べ
て
デ
タ

ラ
メ
で
す
。
覚
せ
い
剤
は
、
あ
な
た
ば

か
り
で
な
く
家
庭
も
破
壊
す
る
恐
ろ
し

い
薬
で
す
。
こ
の
よ
う
な
誘
惑
に
乗
ら

な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

外
国
人
登
録
法
の
内
容
が

変
わ
り
ま
す

住
　
民
　
係

外
国
人
登
録
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、

6
月
1
日
か
ら
外
国
人
登
録
証
の
切
替

時
期
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

●
対
　
象
　
平
成
4
年
6
月
1
日
か
ら

改
正
法
施
行
の
日
（
平
成
5
年
1
月

初
旬
を
予
定
）
の
前
日
ま
で
に
1
6
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
る
「
永
住
者
」
、

「
特
別
永
住
者
」
。

※
登
録
証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
在

留
の
資
格
が
「
永
住
者
」
、
「
特
別
永

住
者
」
に
限
ら
ず
、
「
4
－
1
－
1
4
」

「
協
定
永
住
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
場

合
な
ど
も
対
象
に
含
ま
れ
ま
す
。

●
切
替
手
続
の
時
期
　
1
6
歳
の
誕
生
日

か
ら
で
は
な
く
、
改
正
法
の
施
行
日

か
ら
3
0
日
以
内
に
新
し
い
制
度
に
よ

る
申
請
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

指
紋
押
な
つ
制
度
は
廃
止
に
な
り
ま

し
た
。

●
そ
の
他
の
申
請
　
1
6
歳
未
満
の
人
の

住
所
変
更
な
ど
各
種
申
請
は
、
改
正

法
が
施
行
日
さ
れ
る
ま
で
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
同
居
の
親
族
が
代
理
人

と
し
て
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
住
民
係

Ｙ
Ｓ
ｌ
ｌ
型
機
で
北
九
州
上
空
を

空
中
散
歩
し
ま
せ
ん
か

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

芦
屋
基
地
で
は
、
地
域
の
人
た
ち
と

の
親
睦
を
目
的
に
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

●
航
空
教
室
〔
8
月
4
日
～
6
日
〕

対
象
は
中
学
生
・
高
校
生
3
0
人
。
体

験
搭
乗
や
隊
内
生
活
体
験
な
ど
を
二

泊
三
日
で
行
い
ま
す
。
募
集
期
限
は

7
月
1
7
日
ま
で
。

●
体
験
搭
乗
〔
8
月
4
日
〕

定
員
は
6
0
人
。
Ｙ
Ｓ
ｌ
1
1
型
飛
行
機

で
北
九
州
上
空
を
飛
行
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
は
7
月
1
2
日
の
み
電
話

（
芦
屋
基
地
渉
外
室
℡
2
2
3
局
0

5
3
7
番
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
音
楽
会
と
映
画
会
〔
8
月
5
日
〕

音
楽
会
＝
午
後
3
時
3
0
分
か
ら
・
航

空
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
。

映
画
会
＝
午
後
4
時
4
0
分
か
ら
・
ア

ニ
メ
映
画
や
航
空
自
衛
隊
広
報
映
画

な
ど
を
上
映
。

会
場
は
い
づ
れ
も
芦
屋
町
町
民
会
館

で
入
場
は
無
料
で
す
。

●
納
涼
盆
踊
り
大
会
〔
8
月
5
日
〕

午
後
6
時
か
ら
基
地
を
一
般
開
放
。

（
雨
天
の
場
合
は
8
月
6
日
）

●
問
い
合
わ
せ
　
芦
屋
基
地
渉
外
室
℡

2

2

3

局

0

9

8

1

番

愛
の
お
く
り
も
の

あ
り
が
と
う
「
Ｊ
ざ
い
ま
し
た

町
社
会
福
祉
協
議
会

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

●
水
巻
町
リ
サ
イ
ク
ル
連
絡
会

（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
益
金
）

●
香
典
返
し
と
し
て

●
古
賀
　
　
　
故
・
竹
内
　
親
利
様

竹
内
　
利
夫
様

●
吉
田
二
　
　
故
・
渡
辺
タ
キ
ヱ
様

渡
辺
　
雪
蔵
様

●
頃
末
　
　
　
故
・
工
藤
奈
良
生
様

工
藤
ア
ヤ
子
様

●
吉
田
三
　
　
故
・
坂
本
　
幸
子
様

坂
本
　
鶴
堆
様

●
吉
田
二
　
　
故
・
有
本
　
金
武
様

有
本
　
光
男
様

●
頃
末
　
　
　
故
・
中
村
タ
メ
ヱ
様

中
村
　
定
　
様

●
吉
田
三
　
　
故
・
松
本
バ
ツ
エ
様

松
本
　
賢
二
様

故
・
柴
田
　
貞
志
様

柴
田
　
末
子
様

●
吉
田
団
地
　
故
・
松
本
　
満
　
様

松
本
ツ
ヨ
コ
様

●
頃
末
　
　
　
故
・
宇
部
フ
ミ
子
様

原
田
　
保
　
様

●
樋
口
　
　
　
故
・
古
賀
山
重
人
様

古
賀
山
イ
ツ
ヱ
様

●
下
二
　
　
　
故
・
堀
之
内
フ
ヂ
様

堀
之
内
時
夫
様

●
下
二
　
　
　
故
・
豊
沢
ト
ナ
ヱ
様

豊
沢
　
正
彦
様

●
頃
末
　
　
　
故
・
中
川
ナ
ツ
ミ
様

中
川
　
福
夫
様

●
吉
田
団
地
　
故
・
吉
住
キ
ミ
子
様

吉
庄
　
善
明
様

●
美
吉
野
　
　
故
・
畑
　
転
三
　
様

畑
　
ミ
ツ
ノ
様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
石
飛
ハ
ル
ヱ
様

石
飛
　
末
廣
様

●
吉
田
三
　
　
故
・
長
井
松
太
郎
様

長
井
　
初
美
様

●
お
か
の
台
　
故
・
松
永
　
桃
江
様

松
永
　
静
男
様

●
伊
左
座
　
　
故
・
小
田
タ
キ
子
様

小
田
　
静
代
様

ーおもいやり・ゆずりあいでさわやか交通－

ふるさと遠賀川をステー

夏の一日を楽しみませんか。

●と　き　7月26日（日）

仙10：00～甑3：00

●ところ　遠賀川右岸御救大穂

上流2ｋｍ

●イベント　模範演技（水上バ

イク・水上スキー・小型ヨッ

ト・ウインドサーフ・カヌー）

試乗体験（ヨット・水上バイ

ク）、ミニ4駆レース、特産
品即売、牛乳パック紙すき実

演など

●問い合わせ　役場企画課また

はリバーピュアｉｎ ＯＮＧＡ実

行委員会（℡645－6636）へ。

●サンバ大会
7／24（金）午後8時～
緑ヶ丘周辺の県道
●ふるさと踊り
7／25（土）午後7時～
芦屋中学校グラウンド周辺
●花火大会
7／26（日）年後8時～
遠賀川河口（芦屋橋周辺）
●ピーチカーニバル
8／9（日）午前10時～
看問い合わせ
’92あＬや夏まつり実行委員
会　昏921－8600
愈223－0881

責め交通安全県展渾動7・21～8・20
朋



参議院議 にコｌ貝
通常 己ヽ己迭挙 の

7月26日は参議院議員の通常選挙

が行われます。忘れずに大切な一票

を投じましょう。

選挙のことで分からないことや相

談したいことは、水巻町選挙管理委

員会（℡201－4321）へお尋

ねください。

あ な ｒ 所 は こ で す

．［間 ：午
Ｆ
7 時 ～ 午 後 6 時

．；撥悪辣 ．．＿ 強豪 謙 こ。．な．；：、－；・ 来 誉 牟 登 未 読

泰紬 裏革、、．ト水巻町立 立屋敷、伊を座、みずほ団地こ こ団
、伊左座小学榎講堂 軋 下二、入江興産、林住宅

瀬 蝉 亘 水巻卿
第2保育所

吉田享、吉田二、吉田団地、宮尾台

沸 秘 餅 水巻呵身体障害者 吉田三、美吉野団地、鯉口団地
福祉センター 鯉口分譲団地

薄綿蘭鋳 水巻喝中央公民舘 頃未熟 頃東北∴軋 高罵団地
こ大ホール 中央区言緑ヶ丘

塞 沖 亙 水巻喝 古賀、新生街、梅ノ木憩施策
第3保育所 梅ノ木団地西、古賀団地

議事鋳蘇 膵 巻町民体育館 高松団地、おかの台

水巻町立
猪熊小学撥講堂

譲 ．翔 練蘇．．斉 樋口、猪熊、猪熊呵往

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、

昭
和
4
7
年
7
月
2
7
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
平
成
4
年
4
月
7
日
ま
で
に
転

入
届
を
し
、
引
き
続
い
て
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

7
月
1
日
以
降
に
町
内
転
居
の
届
出

を
し
た
人
は
、
転
居
前
の
住
所
地
の
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
を
な
く
し
た
人
や
、
入
場
券

が
届
か
な
か
っ
た
人
は
、
彗
示
日
に
印

鑑
を
持
っ
て
投
票
所
の
事
故
係
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
再
発
行
し
ま
す
。

投
票
所
の
入
場
券
は
、
投
票
日
の
前

日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
入
場
券
に
は

あ
な
た
が
投
票
で
き
る
投
票
所
が
書
い

て
あ
り
ま
す
。
投
票
の
前
に
も
う
一
度

確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

【
投
　
票
】

投
票
は
、
選
挙
区
の
選
挙
と
比
例
代

表
の
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
選
挙
区
選
挙

は
候
補
者
の
名
前
を
、
比
例
代
表
選
挙

は
政
党
な
ど
の
名
称
を
書
い
て
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

【
代
理
投
票
・
点
字
投
票
】

身
体
の
障
害
な
ど
で
字
を
書
く
こ
と

が
で
き
な
い
人
は
「
代
理
投
票
」
を
、

視
覚
障
害
の
人
は
「
点
字
投
票
」
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は

係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ｒ

仕
事
や
旅
行
、
入
院
な
ど
で
投
票
日

に
投
票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
印
鑑
を
持
っ
て
役
場
一

階
の
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
室
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。

指
定
病
院
に
入
院
中
の
人
は
、
そ
の

病
院
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
期
　
間
　
7
月
。
0
日
～
7
月
2
5
日

（
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
）

【
郵
便
に
よ
る
投
薬
】

自
宅
に
寝
た
き
り
で
い
る
人
な
ど
、

身
体
の
障
害
の
た
め
投
票
所
に
行
け
な

い
人
は
、
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
郵
便
投
票
を
す
る
に
は
、
前

も
っ
て
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

プ2



今、この町に必要なもの、

それは窃宙と駐詰◎

●採用職種と採用予定数
一般事務職上＋4人程度、保健婦十三1人
給食溺麿塘巨＋当人、電話交換手－1人

●受験資格
（1）一般事務職・給食調理員　昭和42年4月2日
から昭和50年4月1日までに生まれた人

（2）保健婦　昭和42年4月2日から昭和46年4月
1日までに生まれ、保健婦の免許がある人。ま
たは、保健婦の課程を修了し、保健婦の免許を
取得できる人
（3）電話交換手　肢体不自由な人で∴身体障害者
手帳の交付を受け、障害の程度が1寂から6威
までで、次のすべての要件に該当する人
臣昭和42年4月2日から昭和50年4月1日まで

に生まれた人
臣自力で通勤ができ、介護者なしに勤務（電話
交換業務）を行える人
♭活字印刷文による出題や、口頭による面接試
験に対応できる人
（4）次のいずれ酬こ該当する人は受験できません
♭地方公務員法第場裏の欠格姦項に該当する人
臣日本国籍のない人（保健婦、給食調理員、電
話交換手は国籍を問いません）
●受付期間　男引3Ｅ】から8月2用まで。郵送の
場合は、8月柏臼の消印まで受け付けます。
●試験日（1次試験う
9月20日　ぐ日）午前9時受付開始

●試験会場　紡痘中学櫻（岡垣町野闇697－3）
●受験手続
申込用紙は、水巻町役場人事係に用意して
必要事項を記入して提出してくさい。
●問い合わせ　水巻町役場人事係℡20ト4321
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「
鉄
は
い
い
表
情
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
う
ま
く
引
き
出
す
の
が
私
の
役
目
で
す
」
と
、

鉄
の
造
形
美
を
追
求
す
る
母
里
聖
徳
さ
ん
。

大
学
の
芸
術
学
部
を
卒
業
後
、
中
学
校
で
美

術
を
教
え
る
か
た
わ
ら
、
彫
刻
に
挑
む
。

し
か
し
、
教
師
と
彫
刻
家
と
の
両
立
は
む
ず

か
し
く
、
三
年
前
に
教
師
生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を

打
ち
、
現
在
は
工
房
で
鉄
の
持
ち
味
を
生
か
し

た
作
品
づ
く
り
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

「
回
り
か
ら
猛
反
対
を
受
け
ま
し
た
が
、
ど

う
し
て
も
彫
刻
に
専
念
し
た
く
て
、
教
師
を
辞

め
ま
し
た
」
　
と
、
動
機
を
語
り
ま
す
。

母
里
さ
ん
の
作
品
は
、
立
方
体
や
円
柱
の
鉄

の
塊
を
、
押
し
っ
ぶ
し
た
り
曲
げ
た
り
し
た
立

体
造
形
物
。
小
さ
い
も
の
で
四
、
五
十
キ
ロ
、

大
き
い
も
の
に
な
る
と
五
、
六
十
ト
ン
に
も
な

り
、
ク
レ
ー
ン
を
使
わ
な
い
と
動
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

「
鉄
は
火
を
使
い
ま
す
。
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

い
う
の
は
か
な
り
興
奮
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
と
て
も
楽
し
い
で
す
よ
」
と
母
里
さ
ん
。

鉄
に
魅
せ
ら
れ
た
目
が
輝
き
ま
す
。

今
ま
で
で
一
番
印
象
に
残
っ
た
も
の
は
、
五

年
前
に
北
九
州
で
開
か
れ
た
国
際
鉄
鋼
彫
刻
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
国
内
は
も
ち
ろ
ん
遠
く
イ
ギ
リ

ス
か
ら
も
彫
刻
家
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
母
里
さ
ん
が
企
画

し
て
地
元
に
投
げ
か
け
、
新
日
鉄
の
協
力
で
実

現
。
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

「
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
期
で
し

た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
北
九
州
地
域

で
か
な
り
の
規
模
の
設
備
を
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
鉄
を
追
求
し
、
鉄
の

持
つ
素
材
を
う
ま
く
生
か
し
た
も
の
を
作
っ
て

い
き
た
い
」

・
∵
読
誹

車
プ
ー
ル
開
き
の
日
は
、
あ
い
に
く
の

小
雨
模
様
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
夏
を

待
ち
き
れ
な
い
中
学
生
が
十
人
程
泳
い

で
い
ま
し
た
。
期
末
試
験
の
美
っ
表
中

な
の
に
大
丈
夫
か
な
と
心
配
し
な
が
ら

彼
ら
に
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
「
広
報
に

載
せ
て
ね
／
」
の
余
裕
の
声
。
夏
の
誘

惑
絃
す
ぐ
に
負
け
て
し
ま
う
自
分
を
見

る
様
で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
（
蔵
元
）

雷
特
集
『
砧
の
里
』
づ
く
り
構
想
は
い

か
が
で
し
た
か
。
少
し
わ
か
り
に
く
か

っ
た
と
患
い
ま
す
。
詳
し
く
紹
介
す
る

つ
も
り
で
し
た
が
、
力
不
足
と
紙
面
不

足
で
断
念
。
も
っ
と
知
り
た
い
人
は
、

企
画
課
へ
ど
う
ぞ
。
▽
キ
ュ
ウ
リ
の
木

に
カ
ボ
チ
ャ
が
な
っ
て
い
る
　
－
。
み

な
さ
ん
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
吉

田
団
地
の
秀
島
き
ん
の
麿
に
は
、
キ
ュ

ウ
り
の
茎
か
ら
枝
が
伸
び
て
、
小
さ
な

カ
ボ
チ
ャ
が
実
を
付
け
て
い
ま
す
。

▽
長
さ

3
5
セ
ン
チ
も
あ
る
柿
の
葉
、

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
見
た
い
人

は
総
務
課
へ
ど
う
ぞ
。
　
　
（
嶋
田
）

細
写
真
は
掘
っ
た
も
の
の
、
結
局
紙
面

不
足
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た
、
七
夕
の

保
育
園
児
、
キ
ュ
ウ
リ
の
お
ば
ち
ゃ
ん
、

釣
糸
智
疇
縄
付

ー
薪
瀧
・
登
り
－
＼
告
嬰
票
監
芸
遷
元
卸
等
溺
　
‖
認
3
歳
遍

然
常
葉
膿
昂
汁
側
感
謝
畠
？
一
ｑ
Ｏ
冨
（
Ｎ
ｅ
一
）
志
和
一
ｍ
ロ
初
仁
＼
婁
址
㌫
想
早
、
み
・
ヽ
‥
℃


